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鶴
見
川
流
域
歩
行
記

　
こ
の
流
域
歩
行
記
は
、
鶴
見
川
本
流
と
支
流

の
一
つ
鳥
山
川
の
昭
和
五
十
一
年
八
月
中
旬
の

様
子
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
川
を
見
る
に

は
、
水
量
の
少
な
い
時
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
見
聞
し
た
こ
と
を
欲
ば
っ
て
並
べ
す
ぎ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
な
り
に
記
録
す
る
意

味
も
あ
る
と
考
え
書
き
と
め
た
。
参
考
に
し
た

鶴
見
川
関
係
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
本
号
の
読

書
案
内
「
川
を
め
ぐ
る
文
献
」
　
（
Ｐ
七
四
）
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

河
口
～
臨
港
鶴
見
川
橋
-
八
月
十
七
日

　
国
鉄
鶴
見
駅
前
か
ら
大
黒
町
岸
壁
行
の
バ
ス

に
乗
り
、
巨
大
な
エ
ン
ト
ツ
、
パ
イ
プ
、
タ
ン

ク
の
あ
る
工
場
街
へ
行
く
。
鶴
見
川
の
河
口
へ

行
く
の
に
は
、
右
岸
に
あ
る
東
電
横
浜
火
力
か

左
岸
の
東
芝
タ
ー
ビ
ン
の
工
場
敷
地
か
ら
で
な

け
れ
ば
近
寄
れ
な
い
。
そ
の
た
め
少
し
遠
ま
わ

り
を
し
て
、
大
黒
大
橋
を
わ
た
り
、
埋
立
工
事

中
の
大
黒
埠
頭
の
岸
壁
か
ら
見
る
こ
と
に
し

た
。
江
戸
時
代
末
期
ま
で
の
河
口
は
、
生
麦
町
、

小
野
町
あ
た
り
だ
っ
た
が
、
大
正
か
ら
戦
前
に

か
け
て
京
浜
工
業
地
帯
の
中
枢
と
し
て
大
黒

町
、
末
広
町
が
工
場
用
地
と
し
て
埋
め
た
て
ら

今
は
、
大
黒
埠
頭
が
埋
立
中
で
あ
る
。
大
黒
埠

頭
の
位
置
は
、
鶴
見
川
河
口
の
先
に
あ
る
運
河

を
へ
だ
て
た
正
面
に
あ
り
、
河
口
が
一
望
で
き

る
。

　
埠
頭
か
ら
は
、
海
に
一
番
近
い
鶴
見
大
橋

　
（
橋
長
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
）
と
は
げ
し
く
自
動

車
の
行
き
か
う
高
速
横
羽
線
の
橋
が
、
遠
く
に

見
え
る
。
昭
和
六
十
年
度
ま
で
と
い
う
埠
頭
工

事
も
、
お
盆
の
た
め
か
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
ダ
ン

プ
の
動
き
も
少
な
く
静
か
で
あ
っ
た
。
埋
立
地

入
口
に
は
、
「
立
入
禁
止
Ｉ
エ
事
区
域
内
な
の

で
魚
釣
り
は
特
に
厳
禁
す
る
」
と
い
う
立
札
が

あ
っ
た
が
、
橋
の
下
あ
た
り
で
釣
を
し
て
い
る

人
が
い
た
。

　
鶴
見
大
橋
に
む
か
っ
て
歩
い
て
い
る
と
、
東

電
の
通
用
門
近
く
で
、
釣
の
帰
り
の
母
子
が
「
あ

ッ
ト
ン
ボ
」
と
い
っ
て
ム
ギ
ワ
ラ
ト
ン
ボ
を
つ

か
ま
え
た
。
鶴
見
の
工
場
地
帯
で
ト
ン
ボ
を
み

つ
け
る
こ
と
な
ん
て
多
分
め
ず
ら
し
い
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
。
河
口
付
近
を
歩
い
て
い
る
と
、

ど
う
も
川
だ
が
海
だ
か
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
歩

い
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
。
大
黒
町
の

食
肉
市
場
を
す
ぎ
鶴
見
大
橋
ま
で
き
て
、
川
岸

仲
田
五
郎
<
企
画
調
整
局
都
市
科
学
研
究
室
>

に
近
寄
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
で
も
工
場

の
バ
ラ
線
の
す
き
間
か
ら
で
な
け
れ
ば
、
川
を

見
る
の
は
無
理
で
あ
っ
た
。
橋
の
近
く
で
作
業

中
の
五
十
代
の
男
の
人
に
川
の
様
子
を
聞
く
と

　
「
こ
の
ご
ろ
は
、
だ
い
ぶ
川
の
ゴ
ミ
も
汚
れ
も

少
な
く
な
っ
た
。
朝
な
ど
は
、
ハ
ゼ
が
ず
い
ぶ

ん
い
る
」
と
い
っ
て
い
た
。

　
鶴
見
川
を
心
か
ら
愛
し
た
故
佐
久
間
道
夫
さ

ん
は
、
『
鶴
見
川
誌
』
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い

て
い
る
。

　
　
「
鶴
見
川
は
、
悠
々
と
流
れ
て
い
る
。
そ
の

流
域
に
あ
た
る
両
岸
の
田
圃
が
近
代
都
市
化
と

経
済
成
長
の
か
げ
に
没
し
、
昔
日
の
面
影
な
く

消
え
去
り
見
失
わ
れ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
中

に
鶴
見
川
の
本
流
だ
け
が
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た

古
い
も
の
の
姿
の
ま
ま
に
流
れ
て
い
る
。
か
つ

て
は
、
鯉
の
住
み
か
と
し
て
有
名
だ
っ
た
清
流

も
、
い
ま
澄
ん
だ
川
面
に
月
影
を
う
つ
す
よ
う

な
風
情
は
な
く
、
す
っ
か
り
汚
染
さ
れ
た
も
の

で
は
あ
る
が
、
昼
と
な
く
夜
と
な
く
流
れ
つ
づ

け
て
い
る
。
」

　
佐
久
間
さ
ん
は
、
鶴
見
村
（
現
在
の
鶴
見
町
）

の
名
主
の
子
孫
で
、
そ
の
晩
年
に
あ
た
り
、
鶴

見
川
流
域
の
村
々
が
年
々
洪
水
で
悩
ま
さ
れ
て

い
た
事
実
を
伝
え
よ
う
と
、
名
主
文
書
を
『
鶴

見
川
誌
』
と
し
て
自
費
出
版
さ
れ
た
。
川
誌
は

こ
の
洪
水
の
特
徴
に
つ
い
て
「
平
野
を
な
が
れ

る
勾
配
の
す
く
な
い
川
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

こ
の
川
は
洪
水
と
な
れ
ば
川
上
か
ら
川
下
ま
で

一
面
の
大
満
水
と
な
り
、
い
く
日
も
水
は
引
か

ず
川
水
が
低
い
地
に
よ
ど
ん
で
水
腐
に
な
る
。

そ
の
水
を
は
や
く
海
に
吐
く
た
め
に
は
川
下
の

鶴
見
村
な
ど
の
堤
防
の
高
さ
を
め
ぐ
っ
て
そ
れ

を
低
く
し
て
お
き
た
い
上
流
村
々
と
鶴
見
村
と

の
出
入
が
お
き
る
」
と
あ
る
。
と
き
に
は
殺
生

や
入
牢
者
問
題
を
起
し
、
治
水
問
題
で
上
流
の

村
や
対
岸
の
村
々
が
は
げ
し
く
あ
ら
そ
っ
た
歴

史
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
へ
ん
の
事
情
は
。

　
『
横
浜
市
史
』
第
一
巻
、
「
鶴
見
川
治
水
・
利

水
と
農
村
」
を
あ
わ
せ
読
む
と
、
は
っ
き
り
す

る
。
概
し
て
、
当
時
の
横
浜
の
水
田
は
、
生
産

力
が
低
か
っ
た
と
い
う
事
情
の
も
と
で
、
農
民

間
の
争
い
は
深
刻
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
明
治
以
降
、
鶴
見
川
は
、
大
小
三
〇
も
の
洪

水
が
あ
っ
た
。
有
名
な
の
は
、
明
治
四
十
三
年

の
大
洪
水
、
昭
和
十
三
年
六
月
、
同
十
六
年
七

月
、
同
三
十
三
年
九
月
で
、
一
番
新
し
い
の
で
は

昭
和
四
十
一
年
六
月
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。
明



治
の
大
洪
水
を
機
に
、
橘
樹
郡
農
会
長
飯
田
助

夫
（
大
綱
村
長
）
な
ど
が
中
心
に
鶴
見
川
改
修

期
成
同
盟
を
つ
く
り
、
後
に
昭
和
九
年
一
月
十

七
日
、
水
防
法
、
水
害
予
防
組
合
法
に
も
と
づ

く
「
鶴
見
川
水
害
予
防
組
合
」
に
発
展
さ
せ
、

現
在
ま
で
水
防
活
動
に
あ
た
っ
て
い
る
。
管
理

者
は
、
設
立
直
後
の
二
月
二
十
四
目
に
市
長
か

ら
鶴
見
区
長
に
委
任
さ
れ
て
い
る
。
組
合
員
は

鶴
見
、
港
北
の
両
区
と
川
崎
市
の
流
域
沿
岸
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る

が
、
都
市
化
の
進
行
と
と
も
に
、
農
村
共
同
体

的
な
意
識
に
さ
さ
え
ら
れ
た
水
防
意
識
も
現
在

で
は
薄
す
れ
が
ち
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
鶴
見
消
防
署
の
警
備
課
の
Ｗ
さ
ん
に
聞
く

と
、
こ
の
十
年
間
鶴
見
川
に
よ
る
水
害
は
な
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
三

年
九
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日
狩
野
川
台
風
に

　
　
鶴
見
川
メ
モ

　
水
源
は
、
東
京
都
町
田
市
上
小
山
田
町
で

全
長
四
九
・
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面

槙
二
三
五
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
。
横
浜
市
域

内
（
谷
本
川
を
含
む
）
は
、
三
丁
九
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
緑
、
港
北
、
鶴
見
各
区
を
流

れ
、
矢
上
、
早
淵
。
鳥
山
、
大
熊
、
鴨
居
、

恩
田
、
梅
田
川
（
以
上
合
流
点
市
内
）
、
麻
生
、

真
光
寺
の
各
支
川
を
集
め
東
京
湾
へ
。
水
量

も
多
く
，
横
浜
市
内
最
大
で
、
唯
一
の
一
級
河

川
。
河
川
の
管
理
区
分
は
、
河
口
～
亀
の
子

橋
ま
で
が
国
、
そ
れ
よ
り
上
流
は
神
奈
川
県

で
、
支
川
末
端
の
準
用
河
川
部
分
は
横
浜
市
。

よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
鶴
見
区
役
所
の
水
防
書

記
（
兼
務
）
の
Ｏ
さ
ん
は
、
当
時
の
新
聞
の
コ

ピ
ー
「
豪
雨
に
弱
い
魔
の
鶴
見
川
」
と
い
う
の

を
読
み
あ
げ
な
が
ら
、
洪
水
が
鉄
道
を
止
め
た

り
、
駒
岡
、
末
吉
、
市
場
下
町
、
菅
沢
、
栄
町

な
ど
床
上
浸
水
が
二
、
七
〇
〇
戸
も
あ
っ
た
と

語
る
。
ま
た
、
そ
の
後
の
四
十
一
年
六
月
の
水

害
は
、
主
と
し
て
中
流
の
港
北
区
新
羽
、
川
向

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
十
年
間
の
開
発
を
考
え
る

と
決
し
て
安
心
ば
か
り
し
て
い
ら
れ
な
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

潮
鶴
橋
～
末
吉
橋
-
八
月
十
八
日

　
鶴
見
区
役
所
の
裏
の
潮
鶴
橋
の
あ
た
り
か
ら

堤
防
が
続
き
、
河
川
敷
に
も
ガ
マ
な
ど
の
水
草

が
あ
ら
わ
れ
、
や
っ
と
川
に
出
た
と
い
う
感
じ

が
す
る
。
潮
鶴
橋
は
新
旧
二
橋
並
ん
で
い
る
が
。

古
い
方
は
戦
前
の
昭
和
十
五
年
の
も
の
で
、
新

し
い
方
は
、
四
十
二
年
竣
功
で
自
動
車
交
通
増

で
建
設
さ
れ
た
も
の
だ
。
新
し
い
橋
は
計
画
高

水
位
に
あ
わ
せ
て
あ
る
た
め
古
い
橋
よ
り
一
段

高
く
な
っ
て
い
る
。
鶴
見
川
を
歩
い
て
い
る
と

気
が
つ
く
こ
と
だ
が
、
古
い
橋
を
広
げ
た
り
、

隣
接
し
て
歩
道
橋
を
併
設
し
て
い
る
の
が
随
処

に
見
ら
れ
る
。
建
設
省
の
直
轄
部
分
、
約
五
〇

橋
の
う
ち
で
も
半
数
は
、
改
修
を
要
す
る
と
い

　
芦
穂
橋
の
下
に
は
、
バ
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。

こ
の
橋
か
ら
下
流
左
岸
一
帯
は
今
は
、
取
り
払
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つ
て
な
い
が
、
不
法
占
拠
の
家
が
並
ん
で
い
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
上
流
に
向
か
っ
て
左
岸
堤
防
の
上
を
歩
く
。

国
道
一
号
線
に
か
か
っ
て
い
る
鶴
見
橋
は
、
大

正
十
四
年
一
月
の
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
、
拡
幅

工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
『
江
戸
名
所
図
会
』

に
あ
る
旧
東
海
道
に
架
っ
て
い
た
鶴
見
橋
は
、

現
在
、
鶴
見
川
橋
と
呼
び
か
え
ら
れ
て
い
る
。

　
鶴
見
川
橋
を
す
ぎ
る
と
、
河
川
敷
に
水
草
な

ど
が
だ
い
ぶ
。
見
え
る
。
お
と
な
の
背
よ
り
も
高

い
ガ
マ
が
水
際
に
生
え
て
い
た
が
、
ア
シ
の
群

落
は
、
も
っ
と
上
流
で
な
い
と
見
ら
れ
な
か
っ
・

だ
。
こ
の
あ
た
り
で
は
、
何
人
か
の
子
供
の
グ

ル
ー
プ
が
捕
虫
網
で
糸
ト
ン
ボ
や
バ
ッ
タ
を
捕

ま
え
て
い
た
。
あ
る
子
供
は
、
川
岸
の
ヘ
ド
ロ

に
つ
か
り
魚
を
網
で
す
く
っ
て
い
た
が
、
バ
ケ

ツ
の
中
に
は
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
ク

チ
ボ
ソ
や
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
数
匹
が
入
っ
て
い

た
だ
け
で
、
魚
が
い
る
か
ど
う
か
聞
い
て
み
て

も
あ
ま
り
つ
か
ま
ら
な
い
と
い
う
。
森
永
橋
に

向
っ
て
歩
い
て
い
く
と
、
森
永
橋
の
少
し
手
前

の
中
洲
で
カ
モ
メ
七
羽
、
新
鶴
見
橋
の
下
流
で

ギ
ン
ヤ
ン
マ
、
ア
カ
ト
ン
ボ
を
見
か
け
た
。
昔

ほ
ど
こ
の
あ
た
り
は
、
魚
や
ト
ン
ボ
が
い
な
い

の
は
、
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
数
が
非
常
に

少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
『
市
民
グ
ラ
フ
』
十

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
、
鶴
見
川
橋
の
そ
ば
に

住
む
川
内
辰
二
さ
ん
の
話
で
は
、
ク
チ
ボ
ソ
、

フ
ナ
、
ナ
マ
ズ
、
コ
イ
な
ど
が
捕
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　
両
岸
の
堤
防
内
に
は
、
中
小
の
工
場
や
住
宅

が
建
て
混
ん
で
い
る
が
、
民
家
の
屋
根
が
堤
防

よ
り
低
い
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

末
吉
橋
～
川
向
橋
-
八
月
二
十
日

　
末
吉
橋
ぎ
わ
上
流
左
岸
の
川
崎
市
幸
区
小
倉

に
、
鶴
見
川
を
管
理
し
て
い
る
建
設
省
関
東
地

方
建
設
局
京
浜
工
事
事
務
所
が
あ
る
。
こ
こ
か

ら
矢
上
川
の
合
流
点
の
手
前
に
鷹
野
大
橋
が
あ

る
が
、
左
岸
は
川
崎
市
と
の
市
境
に
な
っ
て
い

る
。
事
務
所
に
近
い
せ
い
で
も
な
い
だ
ろ
う

が
、
河
川
敷
は
芝
生
が
植
え
ら
れ
た
り
、
萱
も

刈
り
取
ら
れ
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
。
鷹
野
歩

道
橋
か
ら
上
流
谷
本
川
の
常
盤
橋
ま
で
は
、
左

岸
の
連
続
堤
防
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
神
奈
川

県
で
簡
易
舗
装
し
て
、
青
少
年
サ
イ
ク
リ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
け
、
自
転
車
も
無
料
で
貸
し
出
し

て
い
た
。

　
鷹
野
大
橋
右
岸
の
堤
防
外
の
畑
で
腰
に
ラ
ジ

オ
を
ぶ
ら
さ
げ
て
ロ
ッ
ク
を
聞
き
な
が
ら
キ
ャ

ベ
ツ
に
農
薬
を
ま
い
て
い
た
四
十
代
の
男
の
人

の
話
で
は
「
昔
の
河
幅
は
今
の
半
分
以
下
だ
っ

た
。
建
設
省
が
河
川
敷
を
広
げ
る
さ
い
、
一
段

下
っ
た
河
道
寄
り
の
部
分
を
売
っ
た
。
堤
外
に

あ
る
こ
の
畑
ま
で
は
水
に
つ
か
る
こ
と
は
な

い
」
と
い
っ
て
い
た
。
昔
の
洪
水
の
記
憶
に
つ

い
て
は
、
昭
和
十
六
年
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る

堤
防
破
壊
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
、
駒
岡
一
帯

が
流
さ
れ
た
と
も
い
っ
て
い
た
。
鶴
見
川
は
、

こ
の
十
年
ほ
ど
大
き
な
洪
水
は
な
い
が
、
新
羽

で
会
っ
た
六
十
代
の
農
家
の
人
も
昭
和
十
三
年

六
月
の
洪
水
の
と
き
、
弟
が
会
社
の
勤
め
の
帰

り
に
、
夜
な
の
で
道
と
川
と
の
区
別
が
つ
か
ず
。

川
に
は
ま
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
最
近
の
川
の
様
子
は
「
水
か

さ
は
す
ぐ
増
す
が
す
ぐ
ひ
く
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
上
流
の
東
急
の
開
発
や
早
淵
川
の
流
れ
る
港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
な
ど
流
量
が
ふ
え
る
要

因
を
か
か
え
て
い
る
の
で
、
洪
水
の
心
配
は
ま

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
建
設
省
の
鶴
見
川
水
防
災
計
画
委
員
会
現
地

視
察
資
料
に
あ
る
、
昭
和
四
十
一
年
六
月
の
洪

水
の
航
空
写
真
を
見
る
と
、
当
時
の
洪
水
・
帯
　

水
の
状
況
が
よ
く
わ
か
る
。
矢
上
川
、
早
淵
川

な
ど
の
鶴
見
川
支
川
を
含
む
、
流
域
の
新
羽
、

小
机
、
川
向
な
ど
一
面
が
湖
と
化
し
て
い
る
。

『
横
浜
市
史
』
一
巻
の
付
図
「
古
代
集
落
と
墓

域
の
分
布
」
と
重
さ
ね
あ
わ
せ
て
見
れ
ば
、
古

代
人
が
住
ん
だ
遺
跡
が
発
見
で
き
る
の
は
鶴
見

川
流
域
の
低
湿
地
で
あ
る
沖
積
地
帯
よ
り
一
段

高
い
山
裾
で
洪
水
の
危
険
を
避
け
て
住
ん
で
い

た
こ
と
が
良
く
わ
か
る
。
私
た
ち
の
先
人
が
、

こ
の
利
用
し
に
く
い
氾
濫
原
を
、
稲
作
の
た
め

に
水
田
に
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
現
代

人
は
、
こ
の
堤
防
に
隣
あ
わ
せ
て
、
工
場
や
家

を
建
て
て
住
も
う
と
し
て
い
る
。
氾
濫
原
に
は
、

水
が
出
る
の
は
あ
た
り
ま
え
と
い
う
古
代
人
の

認
識
に
さ
か
ら
う
よ
う
に
都
市
化
が
進
ん
で
い

く
の
で
あ
る
。

　
話
は
か
わ
る
が
、
鶴
見
川
中
流
の
大
豆
戸
町

小
机
町
の
あ
た
り
を
歩
く
と
、
私
は
、
二
十
数

年
前
、
子
供
の
こ
ろ
港
北
区
の
篠
原
町
で
暮
ら

し
て
い
た
こ
と
を
思
い
だ
す
。
夏
に
な
る
と
一

面
、
青
田
の
大
豆
戸
を
歩
い
て
、
鳥
山
川
ヘ
ク

チ
ボ
ソ
や
タ
ナ
ゴ
を
網
で
よ
く
取
り
に
い
っ
た

し
、
鶴
見
川
で
泳
い
だ
。
そ
の
頃
は
、
横
浜
線

も
単
線
で
、
貨
物
を
運
こ
ぶ
蒸
気
機
関
車
が
走

っ
て
い
た
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭

和
三
十
九
年
秋
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に

新
幹
線
の
新
横
浜
駅
が
で
き
、
駅
前
北
部
の
区

画
整
理
が
行
な
わ
れ
、
水
田
は
埋
め
た
て
ら
れ

ま
る
っ
き
り
変
っ
て
し
ま
っ
た
-

　
新
羽
橋
の
す
こ
し
手
前
の
左
岸
の
水
門
で
三

人
の
少
年
が
釣
を
し
て
い
た
。
水
が
流
れ
て
い

な
い
水
門
で
あ
っ
た
が
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
、

ク
チ
ボ
ソ
、
メ
ダ
カ
が
バ
ケ
ツ
の
中
に
入
っ
て

い
た
。
少
年
た
ち
の
釣
っ
て
い
た
先
隣
の
水
門

は
、
だ
れ
も
釣
糸
を
た
ら
し
て
い
な
か
っ
た
が

新
羽
方
面
の
工
場
の
排
水
が
混
入
し
て
流
れ
る

ら
し
く
、
魚
が
寄
り
つ
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
亀
の
子
橋
へ
向
か
っ
て
歩
く
途
中
、
新
羽
橋

の
上
流
の
川
岸
で
コ
サ
ギ
一
羽
、
ギ
ン
ヤ
ン
マ

一
匹
が
飛
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
た
。
対
岸
の

鳥
山
川
上
流
に
か
け
て
水
田
が
あ
る
。
亀
の
子

橋
は
、
河
口
か
ら
一
五
・
八
キ
や
メ
ー
ト
ル
の

地
点
に
あ
り
昭
和
三
十
年
に
架
え
換
え
ら
れ

た
。
こ
の
橋
を
境
に
し
て
上
流
は
神
奈
川
県
の

治
水
事
務
所
の
管
理
で
あ
る
。
亀
の
子
橋
わ
き
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の
バ
ス
停
の
そ
ば
に
、
現
在
の
橋
が
で
き
た
直

後
の
昭
和
三
十
一
年
一
月
に
建
て
た
記
念
碑
が

あ
る
。
碑
に
は
「
大
正
八
年
当
時
マ
デ
ノ
新
羽

部
落
ハ
作
橋
太
尾
橋
二
依
ツ
テ
吉
豆
戸
ヲ
経
由

シ
テ
横
浜
二
通
ズ
ル
道
路
卜
鶴
見
川
ヲ
渡
シ
舟

に
依
ツ
テ
小
机
駅
二
至
ル
歩
道
ト
ヲ
持
ニ
過
キ

ナ
カ
ツ
タ
、
コ
コ
ニ
於
テ
小
机
駅
及
ビ
横
浜
方

面
ヘ
ノ
新
道
路
開
発
ヲ
決
議
シ
自
力
ニ
依
ツ
テ

用
地
ヲ
買
収
シ
部
落
民
一
丸
ト
ナ
ツ
テ
之
が
建

設
二
邁
進
シ
、
結
果
新
羽
新
道
亀
甲
橋
卜
称
ス

ル
街
道
ヲ
持
ツ
ニ
至
ツ
タ
…
…
」
と
彫
っ
て
あ

っ
た
。

　
川
向
橋
へ
行
く
途
中
、
大
熊
川
の
合
流
点
付

近
は
、
ア
シ
の
群
落
が
見
え
、
川
向
町
に
は
、

水
田
、
畑
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
見
ら
れ
る
。

第
三
京
浜
道
路
の
鉄
橋
の
手
前
に
、
小
机
の
堰

が
あ
る
。
堰
か
ら
落
ち
る
水
は
、
中
性
洗
剤
の

あ
ぶ
く
が
一
面
に
た
っ
て
い
る
。
鶴
見
川
の
、

こ
の
あ
ぶ
く
の
す
ご
さ
は
、
別
の
日
、
川
向
の

堰
で
見
た
が
、
あ
ぶ
く
の
し
ぶ
き
が
風
に
風
ば

さ
れ
、
近
ず
く
と
体
に
つ
く
く
ら
い
で
あ
っ

た
。
小
机
の
堰
で
、
た
ま
た
ま
投
網
を
し
て
い

る
中
年
の
二
人
の
男
の
人
を
み
か
け
た
。
川
岸

か
ら
声
を
か
け
る
と
、
大
き
い
の
は
と
れ
な
い

と
い
っ
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
見
て
い
る
と
片

方
の
人
が
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
コ

イ
の
大
物
を
捕
え
た
。
川
岸
は
、
護
岸
が
し
て

あ
っ
た
が
、
水
藻
が
か
な
り
見
え
て
い
た
。

川
向
橋
～
水
車
橋
-
八
月
二
十
三
日

　
川
向
橋
よ
り
落
合
橋
方
面
に
向
っ
て
歩
く
。

鶴
見
川
は
、
こ
の
部
分
の
右
岸
が
国
鉄
横
浜
線

に
も
っ
と
も
近
い
と
こ
ろ
を
流
れ
て
い
る
。
堤

防
か
ら
時
々
、
緑
と
空
色
の
混
合
編
成
の
横
浜

線
が
走
っ
て
い
く
の
が
見
え
る
。
目
の
前
を
メ

ス
の
ギ
ン
ヤ
ン
マ
が
飛
ん
で
い
る
。
ま
た
し
ば

ら
く
い
く
と
、
五
羽
の
親
子
の
カ
ル
ガ
モ
が
、

流
れ
に
沿
っ
て
泳
い
で
い
た
。
流
域
の
左
岸
、

佐
江
戸
町
、
池
辺
町
と
落
合
橋
の
上
流
青
砥
町

は
、
用
途
地
域
で
工
業
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い

る
が
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け

て
、
内
陸
の
工
場
地
帯
と
し
て
開
発
さ
れ
た
地

域
で
あ
る
。
横
浜
線
の
鴨
居
駅
の
裏
は
、
昔
は

橋
が
な
く
左
岸
の
工
場
へ
通
勤
す
る
人
は
不
便

だ
っ
た
ら
し
い
が
、
Ｍ
通
信
や
Ｎ
電
機
の
ほ
か

大
小
の
会
社
が
で
き
て
、
今
で
は
、
人
が
通
れ

る
だ
け
の
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
え

ば
、
中
消
防
署
か
ら
港
北
消
防
署
へ
移
っ
た
Ｍ

さ
ん
は
、
港
北
区
が
、
各
地
で
水
が
出
る
こ
と

と
、
橋
が
少
な
く
交
通
が
分
断
さ
れ
て
い
る
の

で
驚
い
て
い
た
。

　
落
合
橋
の
上
流
左
岸
に
は
、
緑
下
水
処
理
場

が
建
設
中
で
あ
っ
た
。
川
は
、
こ
こ
で
鶴
見
川

本
流
で
あ
る
谷
本
川
と
支
流
で
あ
る
恩
田
川
に

分
岐
す
る
。
本
流
の
谷
本
川
沿
い
を
歩
い
た
が
、

川
和
、
市
ケ
尾
、
谷
本
の
町
々
の
川
に
接
し
た

部
分
は
調
整
区
域
で
あ
る
。
ま
わ
り
の
地
勢
も

丘
陵
に
か
こ
ま
れ
た
、
せ
ま
い
平
地
を
鶴
見
川

は
流
れ
て
い
て
、
千
代
橋
あ
た
り
か
ら
河
底
に
、

軟
質
の
岩
盤
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
あ
ら
わ
れ
て
水

勢
も
早
く
な
る
。
護
岸
は
、
両
岸
と
も
で
き
て

い
て
、
川
も
Ｖ
字
型
に
な
り
川
幅
も
ず
っ
と
狭

ま
く
な
る
。
堤
防
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
く
ら
い

に
低
く
な
り
、
あ
る
所
か
ら
は
、
水
田
が
盛
土

さ
れ
て
、
む
し
ろ
畑
の
方
が
堤
よ
り
高
く
な
っ

て
い
く
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
栗
や
梨
な
ど
の
樹

園
地
が
見
え
る
。

　
谷
本
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の
営
農
実
態
調
査

書
（
昭
和
四
十
九
年
三
月
）
に
は
「
改
良
区
の

水
田
、
畑
、
樹
園
地
の
割
合
は
三
六
％
、
五
八
％
、

六
％
」
で
、
野
菜
、
穀
類
の
複
合
経
営
が
、
標

準
農
家
で
、
大
部
分
の
農
家
が
水
稲
作
を
行
な

っ
て
い
る
。
野
菜
の
作
付
は
、
古
く
か
ら
路
地

い
ち
ご
や
芋
類
が
多
く
「
栗
な
ど
の
果
樹
類
が

他
の
地
域
よ
り
比
較
的
多
い
こ
と
は
、
改
良
区

域
内
を
荒
し
て
お
け
ず
、
労
働
力
不
足
対
策
と

し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　
市
ケ
尾
町
と
下
谷
本
町
を
結
ぶ
学
校
橋
の
上

流
に
は
、
東
名
高
速
道
路
と
昭
和
四
十
一
年
四

月
に
開
通
し
た
東
急
田
園
都
市
線
の
鉄
橋
が
あ

る
。
鉄
橋
の
先
の
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
で
夏
草
取
り

を
し
て
い
た
市
ケ
尾
に
住
む
四
十
代
ぐ
ら
い
の

男
の
人
に
話
し
か
け
る
と
、
炎
天
下
に
草
と
り

を
し
て
忙
し
い
の
も
わ
か
ら
な
い
の
か
と
い
っ

た
風
で
あ
っ
た
が
「
昔
は
ま
が
り
く
ね
っ
た
細

い
川
岸
に
マ
ダ
ケ
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
、
正
月
の

し
め
飾
り
用
に
売
れ
た
も
の
だ
。
河
川
改
修
で

川
も
ま
っ
す
ぐ
に
な
り
川
幅
も
三
倍
ぐ
ら
い
に

広
が
り
、
最
近
は
水
が
出
な
い
が
、
昔
は
ひ
ど

か
っ
た
」
と
い
う
。
ま
た
す
こ
し
先
で
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
も
い
で
い
た
五
十
代
ぐ
ら
い
の
男

の
人
は
「
こ
の
あ
た
り
は
山
が
近
い
の
で
″
一

雨
一
風
勝
負
″
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
水
が
出
や

す
か
っ
た
。
川
の
勾
配
も
急
な
の
で
田
畑
が
す

ぐ
流
さ
れ
、
年
貢
も
安
か
っ
た
」
と
も
い
っ
て

い
た
。
二
人
と
も
そ
ろ
っ
て
、
東
急
な
ど
山
の

開
発
が
ひ
ど
い
の
で
、
洪
水
が
な
い
な
ど
と
決

し
て
楽
観
し
て
い
な
い
口
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　
川
間
橋
を
す
ぎ
た
と
こ
ろ
の
左
岸
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
建
の
新
設
の
県
立
市
ヶ
尾
高
校
が

あ
る
。
建
設
の
た
め
に
、
か
な
り
の
田
畑
が
つ

ぶ
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
流
の
鴨
志

田
方
面
に
は
、
山
が
切
り
く
ず
さ
れ
赤
茶
け
た

宅
造
中
の
地
は
だ
が
見
え
た
。
ま
さ
に
、
緑
の

山
が
け
ず
ら
れ
、
谷
や
田
を
埋
め
た
て
て
い
る

と
い
っ
た
感
じ
の
光
景
で
あ
る
。
山
地
の
開
発

と
水
田
の
埋
立
て
は
、
鶴
見
川
の
防
災
面
で
の

安
全
性
を
低
め
て
い
る
と
い
う
。
事
実
、
建
設

省
は
、
こ
と
し
の
六
月
に
「
鶴
見
川
流
域
水
防

災
計
画
委
員
会
」
を
、
学
識
経
験
者
と
自
治
体

を
メ
ン
バ
ー
に
発
足
さ
せ
て
い
る
。
設
立
の
主

旨
は
、
流
域
開
発
が
著
し
く
将
来
八
○
％
の
市

街
化
が
予
想
さ
れ
る
が
、
対
応
す
る
基
本
高
水

流
量
（
毎
秒
二
、
三
〇
〇
ト
ン
）
を
都
市
化
に

よ
っ
て
用
地
問
題
な
ど
お
い
そ
れ
と
は
い
か
な

い
。
鳥
山
川
合
流
点
で
の
放
水
路
構
想
も
あ
る

よ
う
で
あ
る
が
、
実
現
性
に
つ
い
て
悲
観
的
で

あ
る
と
い
う
。
鶴
見
川
で
洪
水
が
出
れ
ば
、
港

北
、
鶴
見
区
の
人
口
密
集
地
帯
が
も
ろ
に
や
ら
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川向の堰の洗剤の泡、遠くに工場のエントツが見える。

横浜の市境にある水車橋より上流のながめ。

鶴見川支流鳥山川、この部分は譲岸がある。
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大黒町食肉市場裏付近、手前の橋は鶴見大橋。

潮鶴橋付近の無堤地帯、製材工場がある。

鷹野歩道橋とサイクリングコース、右手、堤防沿に民家。



れ
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
昭
和
四
十
二
年
度

に
、
従
来
、
神
奈
川
県
管
理
の
二
級
河
川
で
あ

っ
た
も
の
が
、
重
要
河
川
と
し
て
国
管
理
の
一

級
河
川
に
変
更
し
た
の
も
、
急
激
な
開
発
と
人

口
、
工
場
な
ど
資
産
の
増
大
し
た
都
市
化
現
象

に
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
た
め
だ
。
し

か
し
、
流
域
の
急
速
な
開
発
を
考
え
る
と
、
そ

の
割
に
は
安
全
性
が
向
上
し
て
い
る
と
い
う
話

は
、
ど
こ
に
い
っ
て
も
聞
け
な
い
。

　
谷
本
川
の
上
流
、
鉄
、
寺
家
町
あ
た
り
は
、

佐
藤
春
夫
の
『
田
園
の
憂
鬱
』
の
背
景
に
な
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
で
も
赤
ト
ン
ボ
の
飛
ん

で
い
る
こ
の
あ
た
り
を
歩
い
て
い
る
と
、
片
田

舎
の
名
ご
り
が
わ
ず
か
に
感
じ
ら
れ
る
。
横
浜

の
辺
境
、
水
車
橋
ま
で
川
は
、
ま
っ
す
ぐ
に
護

岸
が
さ
れ
て
い
る
。
水
車
橋
へ
着
く
こ
ろ
は
、

も
う
夏
の
日
も
傾
む
い
て
ヒ
グ
ラ
シ
の
鳴
き
声

が
聞
え
る
。
橋
の
た
も
と
で
、
犬
を
散
歩
さ
せ

て
い
た
人
の
話
で
は
、
昔
は
水
車
小
屋
が
あ
っ

た
と
い
う
。
橋
の
上
手
は
町
田
市
で
あ
る
が
、

そ
こ
か
ら
川
は
護
岸
が
な
く
草
や
篠
竹
に
お
お

わ
れ
蛇
行
し
な
が
ら
山
す
そ
を
流
れ
て
い
る
。

鳥
山
川
・
砂
田
川
―
八
月
二
十
四
日

　
鶴
見
川
の
市
内
七
つ
の
支
川
の
う
ち
、
最
後

に
鳥
山
川
を
見
よ
う
と
、
港
北
区
役
所
区
民
相

談
室
で
、
水
害
の
陳
情
な
ど
に
つ
い
て
聞
く
。

そ
の
足
で
、
横
浜
線
新
横
浜
駅
か
ら
、
鳥
山
川

の
鶴
見
川
合
流
点
ま
で
、
区
画
整
理
の
さ
い
川

ぞ
い
に
で
き
た
新
横
浜
駅
前
公
園
と
い
う
長
細

い
公
園
に
そ
っ
て
右
岸
堤
防
を
歩
く
。
川
の
管

理
区
分
は
、
鳥
山
橋
ま
で
の
一
・
九
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
が
国
で
、
上
流
は
準
用
河
川
と
な
り
、
横

浜
市
が
あ
た
っ
て
い
る
烏
山
川
二
・
三
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
と
左
支
川
の
砂
田
川
一
・
四
七
キ
ロ

と
そ
の
末
端
に
水
路
が
つ
ら
な
っ
て
い
る
。

　
烏
山
川
の
下
流
の
太
尾
町
方
面
の
大
曽
根
堀

部
分
は
、
下
水
道
に
な
っ
て
い
て
川
は
な
く
な

っ
て
い
る
。
昔
、
鳥
山
の
堰
ま
で
両
岸
に
あ
っ

た
桜
の
並
木
は
、
護
岸
工
事
の
さ
い
じ
ゃ
ま
で

あ
っ
た
の
か
全
部
伐
採
さ
れ
て
今
は
な
い
。
左

岸
の
小
机
駅
の
北
に
あ
た
る
部
分
は
、
水
田
地

帯
で
あ
っ
た
が
、
合
流
点
部
分
は
、
土
盛
が
は

じ
ま
り
水
田
が
つ
ぶ
さ
れ
か
か
っ
て
い
た
。
遠

く
に
新
幹
線
の
往
来
を
な
が
め
な
が
ら
、
こ
の

夏
最
高
の
残
暑
の
中
を
鳥
山
町
方
面
へ
向
っ
て

歩
く
。
又
口
橋
の
少
し
手
前
の
左
岸
堤
防
の
下

に
乞
食
松
地
蔵
が
あ
っ
た
が
、
川
の
改
修
以
前

は
堤
防
の
松
の
木
の
下
に
あ
っ
た
も
の
が
、
こ

こ
へ
移
さ
れ
た
よ
う
だ
。
地
蔵
さ
ん
の
そ
ば
に

一
人
の
老
婆
が
地
面
に
ぺ
た
り
と
座
り
こ
ん
で

い
た
。
土
地
の
人
で
す
か
と
聞
く
と
、
ち
ょ
っ
と

う
な
ず
い
た
き
り
ま
た
遠
く
を
見
つ
め
た
ま
ま

で
あ
っ
た
。
私
の
子
供
だ
っ
た
頃
は
、
こ
の
お
地

蔵
さ
ん
は
歯
痛
に
よ
い
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

　
砂
田
川
は
、
護
岸
も
な
く
、
応
急
に
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
鋼
矢
板
で
護
岸
が
し
て
あ
る
。
昔
は
、

水
も
澄
ん
で
い
て
魚
も
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

今
は
、
家
庭
排
水
が
流
れ
こ
み
ド
ブ
川
と
化
し

て
い
る
。

古
く
か
ら
の
農
家
の
家
は
、
左
岸
の
山
す
そ
の

一
段
高
い
と
こ
ろ
に
家
を
建
て
て
い
ふ
・
右
岸

の
道
路
ぞ
い
は
、
田
が
埋
め
ら
れ
て
畑
に
な
っ

て
い
る
が
、
住
宅
も
か
な
り
建
ち
は
じ
め
て
い

た
。
下
村
橋
の
川
に
接
し
た
と
こ
ろ
に
家
を
建

て
た
人
々
か
ら
水
害
の
陳
情
が
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
の
一
人
、
農
業
（
こ
の
人
の
家

は
、
川
よ
り
ず
っ
と
高
い
所
に
あ
る
）
Ｙ
さ
ん

の
奥
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
上
流
の
菅
田
方
面
が

開
発
さ
れ
て
、
大
雨
が
降
る
と
し
ば
し
ば
、
道

路
や
畑
、
家
に
水
が
出
る
。
応
急
の
鋼
矢
板
の

護
岸
を
し
た
の
で
、
こ
の
ご
ろ
は
だ
い
ぶ
よ
く

な
っ
た
と
い
う
が
上
流
の
開
発
に
は
心
配
そ
う

で
あ
っ
た
。
ま
た
川
岸
に
住
宅
を
建
て
た
あ
る

家
で
は
、
床
上
浸
水
を
出
し
て
い
る
最
中
に
、

お
ば
あ
さ
ん
が
老
衰
で
亡
く
な
ら
れ
た
と
も
い

っ
て
い
た
。

　
砂
田
川
の
出
水
は
、
『
調
査
季
報
』
三
六
号
で

神
奈
川
区
の
「
足
洗
川
沿
岸
の
住
民
」
と
い
う
個

別
調
査
で
報
告
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
、
田
畑
や

山
が
つ
ぶ
さ
れ
川
沿
に
家
が
建
ち
な
ら
び
都
市

化
の
進
む
過
程
で
水
害
が
発
生
し
て
い
る
の
と

類
似
し
て
い
る
。
足
洗
川
の
場
合
は
、
昭
和
三

十
年
代
か
ら
で
あ
る
が
、
港
北
区
の
砂
田
川
で

は
最
近
始
ま
り
だ
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
似
た
よ
う
な
事
例
は
、
横
浜
市
内
に
ま
だ
ま

だ
無
数
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
鶴
見
川
や
鳥
山

川
を
歩
い
て
い
て
気
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、

川
沿
の
低
湿
地
に
建
つ
家
々
が
、
広
く
な
い
敷

地
い
っ
ぱ
い
に
二
階
家
を
建
て
て
い
る
例
が
多

い
こ
と
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
排
水
施
設
が

不
十
分
だ
っ
た
り
浸
水
の
お
そ
れ
が
多
い
と
こ

ろ
は
住
宅
化
か
遅
れ
そ
う
で
あ
る
が
、
逆
に
地

価
も
や
や
安
い
た
め
か
、
む
し
ろ
宅
地
化
は
進

む
。
水
田
を
埋
立
て
た
低
湿
地
に
市
民
が
住
ん

で
水
が
出
て
役
所
と
の
か
け
あ
い
に
な
る
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
調
査
季
報
』
四
九
号

の
「
住
民
の
要
求
と
行
放
の
対
応
」
と
し
て
緑

区
の
青
砥
町
の
例
を
報
告
し
て
あ
る
。

　
最
後
に
、
短
期
日
で
あ
る
が
鶴
見
川
を
歩
い

て
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、
鶴
見
川
が
安
全
か
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
川
向
で
農
業
を
し
て
い

る
五
〇
代
の
男
人
は
、
家
に
せ
ま
る
高
い
堤
防

が
、
過
去
二
回
の
洪
水
の
た
び
に
広
げ
ら
れ
た

も
の
だ
と
話
し
て
く
れ
た
。
都
市
化
の
テ
ン
ポ

は
、
早
ま
っ
て
い
る
。
十
年
。
五
十
年
に
一
回
の

川
の
洪
水
対
策
と
毎
日
の
問
題
で
あ
る
下
水
道

整
備
を
ど
う
調
和
さ
せ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　
市
内
に
は
、
帷
子
、
大
岡
な
ど
大
小
た
く
さ

ん
の
河
川
が
あ
る
、
さ
い
わ
い
鶴
見
川
は
、
こ

の
十
年
、
直
撃
す
る
台
風
、
集
中
豪
雨
が
な
い

の
で
洪
水
が
出
て
い
な
い
だ
け
だ
と
い
う
。

　
都
市
の
川
は
、
開
発
で
し
わ
よ
せ
を
受
け
て

い
る
が
。
ま
た
、
私
た
ち
の
意
識
の
上
で
も
、

遠
ざ
け
る
風
土
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
〔
追
記
〕
　
九
月
九
日
、
台
風
一
七
号
の
集
中

豪
雨
は
、
鶴
見
川
の
上
、
中
流
域
に
洪
水
が
襲

っ
た
。
破
堤
は
、
ま
ぬ
が
れ
た
が
、
死
者
を
含

む
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

58調査季報51　76.9


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6

